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研究成果の概要（和文）：　セラピストの発する言葉が，心理療法の展開にどのような影響を与えるかを，発話内容と
ともに言い回し(発話の形式)の特徴に着目して検討した。発話の文法的特徴と対応して，クライエントの心的空間の設
定，注意対象の生成，セラピストとの距離感などに影響を及ぼしており，その意識化により心理療法での介入がより適
切なものとなりうることが示唆された。
　また，日本での来談者中心療法の変容過程に関する分析，さらには能にみられる表現や関係性の特徴を分析し，日本
語の特徴や日本文化のコンテクストが，心理療法における言語表現の特徴や意味生成にどのような影響を与えているか
を検討し，日本における心理療法の機序解明への示唆を得た。

研究成果の概要（英文）： The way of words by psychotherapists was investigated in order to know their 
characteristics and how they work in the process of psychotherapy. The utterances of therapists in 
clinical situations were systematically collected and analysed not only by their contents but also by 
their grammatical features. It was found that the grammatical features relate with how psychic spaces or 
movements are created in clients’ mind as well as in the interpersonal relation.
 As the therapist's utterances are produced using Japanese language in Japanese cultural context, the 
cultural factors are also investigated. The transformation of client-centred therapy in Japan was traced 
and the expressions and interactions in Noh plays are analysed as well. It was shown that the 
characteristics of Japanese language effects on the core features of Japanese psychotherapy, and that 
“the third” referred by both of clients and therapists forms a basis for interactions and changes in 
Japanese psychotherapy.

研究分野： 臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）セラピストが心理療法の場面で使用す
る言葉は、心理療法の展開に大きな影響を与
えている。セラピストの発話は、クライエン
トと関係を築くうえでも、あるいは解釈や介
入として治療を進展させる契機としても重
要であり、精神分析の誕生以来現在に至るま
で一貫して重要な検討の対象であり続けて
いる。セラピストがおこなう発話に関わる判
断過程は非常に複雑なものであり、そこには
クライエントの内面に対する共感性と想像
力、クライエントとの心的距離に対する感覚，
見立てなどが集約的に含まれているととも
に、セラピストの心理療法に対する考え方や
人間観、文化までもが深く影響している。セ
ラピストがどのような発話をおこなうかと
いうことは、心理療法の実践的な課題と直結
しており、心理療法のトレーニングやスーパ
ービジョンにおいても重視されるものであ
る。 
 
（２）現在の日本の心理療法のトレーニング
においては、事例研究（事例検討）が中心で
あり、そこでは心理療法の流れはストーリー
的に把握され提示されることが多く、面接場
面の一つ一つの言葉のやりとりについて議
論されることは少ない。セラピストが使用す
る言葉に関する論考として、例えば Havens 
(1998)や Wachtel (1998) などが日本でも紹
介されているものの、心理療法家の養成プロ
グラムにおいてセラピストの発話に関する
意識化と系統的な教育が十分になされてい
るとは言い難く、その指導は各スーパーバイ
ザーの個別的指導に依っているのが現状で
ある。 
 
（３）研究代表者は、これまでも心理療法に
おける言語使用の重要性を意識し、心理療法
における対話の性質に関して，とりわけ言語
行為という観点から研究をおこなっていた。
それらの一連の研究では、心理療法において
セラピストに向けて語るというクライエン
トの発話行為によって主体が新たに立ち上
がり生成していくということが明らかとな
り、また、セラピストの行為遂行的発言 
(performative utterances) が、とりわけリミ
ットセッティングに関する事柄や価値や希
望といった次元に関わる事柄において決定
的な役割を果たすことを示した。しかしなが
らこれらの研究は理論的論考が主であり、心
理療法の場面において実際にどのような言
語が使用されているのか、セラピストの発話
にはどんなバリエーションや特徴があるの
か、それぞれの発話はどのような効果を心理
療法にもたらしているのかを明らかにする
には、より実証的な研究が必要であった。 
 
（４）これまでも言語学的観点から、実際に
心理療法で使用されている言葉を丹念に収
集し論じた先行研究はいくつかあるが、それ

らはすべて英語テクストをもとにおこなわ
れたものであった。また、日本語の特徴に着
目した日本語臨床に関する論考もあるが、そ
れらは語法への着目と観念的な考察にとど
まるきらいがあった。 
  そこで、実際の日本語でおこなわれる心理
療法で使用されているセラピストの言葉を
分析し、それがどのような効果をもたらして
いるのかということを、実際の事例をもとに
考察する必要があった。また、実際のセラピ
ーにおける対話がもたらす効果は、クライエ
ントの持つ文化的背景によって違いがある
ことが知られているため、その言葉が使用さ
れる文化的コンテクストや、私たちの日常的
な言語使用に関する顧慮をも含めて分析を
おこなう必要化があった。すなわち、日本で
日本語によっておこなわれるセラピーに関
して、主として使用される日本語の性質や日
本の会話慣習 (conversational conventions) 
の特徴に鑑みた分析をおこなうこととした。 
   
２．研究の目的 
 以上の研究の背景から本研究では、実際の
日本語による日本文化の中での心理療法場
面に根ざしたセラピストの発話を、言語論的
に分析し、その結果をセラピストのトレーニ
ングに応用することをめざした。そのために、
以下の 3 つのことが目的として設定された。  
 
（１）心理療法におけるセラピストの発話に
関する会話分析：セラピストの発話における
言語表現の特徴を、心理言語学および談話分
析的観点から抽出・分析し、セラピストが構
造化する談話の質的特徴と、その機能の機序
を明らかにする。 
 
（２）日本語や日本文化の特徴と心理療法の
特徴との関係についての分析 
①クライエント中心療法の日本における受
容過程と変質に関する研究：ロジャーズのク
ライエント中心療法が日本語の特質や日本
文化的特徴と関連してどのように変質し変
遷してきたかを辿る。このことで、現在暗黙
のうちに前提とされている、セラピストの応
答の基本パターンの成り立ちについて探る
とともに、そこに通底する日本語の心理療法
に関する言語的特徴や文化的特徴について
明らかにする。 
②能の言語表現等の分析を通した日本文化
の中での心的変容の様相の研究：日本の伝統
芸能である能は心理療法と同じく、魂の変容
と救済に関わるものである。能の言語表現の
あり方や身体所作、テクストの分析などを通
して、対人的相互作用の中での変容に関わる
文化的な要素を抽出する。 

 
（３）日本語における治療的モデルの構築と
その検証：抽出されたセラピストの発話の言
語的構造、および日本における心理療法の機
序を意識することが、心理療法のトレーニン



グにどのように寄与するのか、その教育的効
果に関する検討をおこなう。 
 
３．研究の方法 
（１）心理療法におけるセラピストの発話に
関する会話分析 
  心理療法の事例研究、研究代表者の自験例、
本研究のために用意された事例検討会での
事例などから、セラピストの発話事例を抽出
し、それが発せられたプロセスとコンテクス
ト、クライエントの反応や応答的発話に関す
る情報等を含め、コーパス（発話事例集）を
作成した。その際、個人的な情報は削除し、
事例の内容に係わる事柄もできるだけ捨象
し、言語論的な構造や語用に着目して、分
類・整理をおこなった。 
 そのうえで、言語論的な構造・語用とそれ
が受け手（クライエント）の側に、どのよう
な心的機能を生じさせるかに関して、経験の
ある心理臨床家による系統的な評価と、それ
に基づくディスカッションにより、仮説を生
成していった。 
 
（２）日本語や日本文化の特徴と心理療法の
特徴との関係についての分析 
①クライエント中心療法の日本における受
容過程と変質に関する研究：ロジャーズによ
るクライエント中心療法の日本での変容過
程に関して、戦後の導入期以降の日本のカウ
ンセリングに関する著作・対談集などを資料
として収集し言説を詳細に分析し、どのよう
な変化を辿っていったかを明らかにした。そ
のうえで、土居健居や河合隼雄といった日本
の心理療法の特徴について論じている先行
研究を参照にしつつ、さらには、日本語の構
造の特徴や日本文化の特質に関する論考を
参照しつつ、心理療法の中で生じている関係
性のあり方、相互作用、治癒に関わる要因等
を分析した。 
②能の言語表現等の分析を通した日本文化
の中での心的変容の様相の研究：日本文化と
心理療法の関連を深く検討するために，心理
療法と同じく｢魂の癒し｣が主たるテーマと
なる，伝統芸能である｢能｣に着目し、能楽師
を含めたワークショップを 2 回開催し、曲の
構造分析，表現に関する身体的技法，ワキと
シテとの関係のあり方などの分析をおこな
った。そこでは、一見動きがないような状況
の中で，どのような潜在的な心的なダイナミ
ズムがあるのかということ、そしてそれがど
のように心的な変容に結びついていくのか
といったことが、検討された。 
 
（３）日本語における治療的モデルの構築と
その検証 
  生成されたセラピストの発話の言語論的
なモデルを応用することが、どのような影響
をもたらすか、事例検討会を通して、また仮
想的スーパービジョンを通して検討した。ま
た、発話ばかりでなく、発話がされていない

「沈黙」のあいだにどのような心的過程があ
るのか、沈黙には心理療法においてどのよう
な意義や役割について、実証的な研究と考察
をおこなった。 
 
４．研究成果 
（１）心理療法におけるセラピストの発話に
関する会話分析 
 発話の内容ではなく、発話の文法的・形式
的な特徴（語尾に使用する助詞、現在形か過
去形か、主語を誰にするか、複文か単文か等）
によって、それぞれに発話の伝わるニュアン
スが異なり、それに対応してクライエントの
側に、同じ発話内容（コンテンツ）であって
も抵抗が引き起こされたり、あるいは逆に抵
抗が回避されたりといった違いがあること、
さらには、クライエントが思考する心的空間
が形成されたりされなかったりする等の違
いが生じることが明らかとなった。こうした
発話の形式による特徴を意識することによ
り、より有効に心理療法のプロセスが展開で
きる可能性があるとともに、心理療法での対
話に関してより鋭敏な感覚をもちうること
が分かった。 
 この知見の妥当性をさらに検証するため
に、熟練したセラピストによりひとつひとつ
の発話の形式に関して検討会をおこなうと
ともに、実際の事例検討にこの観点を応用し
たディスカッションが有効であることが分
かり、心理療法の訓練にも応用可能であるこ
とが証明された。 
 
（２）日本語や日本文化の特徴と心理療法の
特徴との関係についての分析 
①クライエント中心療法の日本における受
容過程と変質に関する研究：ロジャーズのク
ライエント中心療法の変容過程に関しては
歴史的研究にとどまらず、日本語による日本
での心理療法の展開に関する本質的な議論
へと展開した。この研究は国際学会での発表
後、学会特集号での論文化が推薦され、英語
論文が採択・掲載された。そこで得られた知
見から、より長期的な心理療法の歴史的な変
容に関し分析された。その結果、日本の心理
療法に残り続けているアニミズム的な心性、
明治期の催眠ブームの影響、さらには「内省
促進」か「脱こだわり」という２つの相反す
るパラダイムが残存し続けていることなど
が明らかとなった。 
②能の言語表現等の分析を通した日本文化
の中での心的変容の様相の研究：能における
「シテ」と「ワキ」との関係は、クライエン
トとセラピストとの関係になぞらえられる
ことが多い。直接の感情表出や表立った相互
作用が必ずしも明確でない能において、シテ
がどのような内的体験をしているのかとい
うことと、日本の心理療法の経過やセラピス
トの内的体験を重ね合わせ、また、能のテク
ストに使用されているレトリック、特徴的な
プロットなどから、西洋の葛藤解決のモデル



とは異なった、葛藤を内側に抱えておく
paradox containing model を提唱した。そし
てそのためにセラピストがどのような関わ
り方であることが必要なのかといった、発話
を支える心的過程に関して検討が進んだ。 
 この研究は、本科研の助成期間終了後の多
くの共同研究や国際的研究、学際的研究へと
発展していった。具体的には、ドイツのフラ
ンクフルト精神分析研究所とジグムント＝
フロイト研究所での講演や精神分析家との
対話のほか、ボン大学アジア文化研究科との
共同研究の開始へと結びついていった。 
 
（３）日本語における治療的モデルの構築と
その検証 
 沈黙の意義に関しては、研究分担者となっ
ている別の科研との合同でおこなわれ、国際
学会誌に論文が採択された。そこでは、沈黙
の時間の長い心理療法のほうが評価が高い
こと、クライエントが発話の途中でおこなう
沈黙（ポーズ）がとりわけ重要であり内省が
おこなわれていることなどが見いだされた。 
 セラピストの発話が実際の心理療法の展
開過程にもたらす影響に関しては、とりわけ
軽度発達障害あるいはメンタライゼーショ
ンの障害に関わる事例の場合、第３の対象へ
の言及を基盤に関係を構築し対話をおこな
っていくことの有効性が確認された。この知
見は，京都大学心理教育相談室の紀要での論
文のほか，ドイツのジグムント＝フロイト研
究所での講演で発表された。 
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